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文

学

部

(A
・程)は

数

学

・理

科

な

多

様

に
な
つ

し

た
京

大
入
試

今
年
の
四
月
以
来
、
来
春
の
国
公
立
大
入
試
に
つ
い
て
大
き
な
韻
論
が
誉
き
起
こ
っ
た
。
そ
の
震
源
地
と
な
っ
た
京
大
が
、
去
る
七
月
二
十
四
日
、
来
年

度
入
麟
要
項
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
今
年
度
入
試
に
比
べ
文
系
学
部
は
日
程
・
科
目
に
大
幅
な
変
更
が
あ
り
、
文
学
部
A
日
程
入
試
で
は
一
次
。

二
次
い
す
れ
に
も
敏
学
・
理
科
が
不
要
と
な
っ
た
。
一方
、
理
系
雌
蔀
は
今
年
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
文
。理
に
よ
る
対
応
の
違
い
が
は
っ
き
り
と
表
わ
れ
た
。

来
年
度
入
試
は
、
受
験
生
の
負
担
軽
減
の
た
め
A
日
程
が
繰
り
上
け
ら
れ
、
A
日
程
が
二
月
二
十
九
日
と
三
月
一
日
、
B
日
穏
は
三
月
五
日
、
六
日
で
行

わ
れ
る
。

入
試
要
項
に
よ
る
と
理
系
は
全
て
今

年
と
同
じ
A
日
程
。
法
学
部
は
東
大
と

同
じ
B
日
糧
だ
け
に
な
り
逆
に
文
、
経

済
、
敦
育
の
三
学
邸
は
A
B
分
劃
入
試

を
行
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
定
員
振
り
分
け

は
、
文
が
A
二
十
、
B
一冒
、
経
済
A

五
十
、
B
百
九
十
、
教
胃
は
A
二
十
、

B
四
十
と
な
っ
て
お
り
、
B
の
比
躍
が

非
常
に
高
く
な
つ
て
い
る
。
今
年
度
の

法
学
部
入
試
は
A
二
百
五
十
、
B
百
五

十
で
あ
っ
た
が
、
来
年
度
は
分
割
と
は

い
え
突
質
的
に
は
B
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
入
学
定
員
は
、
全
学
部
と
も
変
更

が
な
い
。

文
学
部
で
は
、
A
の
受
験
者
は
共
通

一次
で
数
学
と
理
料
を
受
験
す
る
必
要

が
な
く
、
二
次
試
験
も
国
語
・
外
国
語

・験
文
だ
け
で
よ
く
な
っ
た
。
私
大
と

の
併
口
者
が
多
数
押
し
か
け
る
と
思
わ

れ
る
が
、
足
切
り
倍
審
は
三
・
二
倍
で

あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
門
前
払
い
さ
れ
そ

う
だ
。

経
済
学
部
A
の
二
次
甑
験
は
験
文
だ

け
。
六
時
聞
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
だ
が
、
別

に
長
大
な
論
文
を
書
か
せ
よ
う
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
外
国
繕
の
文
章
や
、

数
学
、
統
計
的
な
資
料
を
示
し
て
総
合

的
な
「自
学
自
習
」
の
カ
を
み
よ
う
と

す
る
も
の
ら
し
い
。

文
B
・
経
済
B
・
数
胃
B
の
入
賦
科

目
は
今
年
度
と
同
じ
。
敦
育
A
は
、
教

育
B
に
論
文
を
加
え
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
た
だ
一
学
部
B
日
程
だ
け
で
試

験
を
行
う
法
学
都
は
、
論
文
入
賦
を
廃

止
し
国
膳
、
数
学
、
社
会
、
外
国
謡
の

四
科
目
で
践
験
を
行
う
。

な
お
、
文
、
経
済
、
教
青
と
も
同
一

学
部
内
で
の
A
B
併
口
は
司
能
だ
が
、

異
学
部
の
併
順
は
法
学
部
と
理
系
学
部

と
の
間
で
認
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。一

方
、
理
系
学
部
で
は
、
理
学
部
で

や
や
足
切
り
が
厳
し
く
な
り
(共
通
一

次
六
百
点
以
上
)
、
理
、
医
学
部
で
二

次
の
配
点
比
審
が
高
く
な
る
と
い
う
変

化
が
あ
っ
た
も
の
の
、
科
目
の
変
更
等

は
な
か
つ
た
。
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今
春
の
入
試
で
は
、
穴
量
の
東
大
流

出
組
が
で
て
し
ま
い
.
面
子
ま
る
つ
ぶ

れ
の
恰
好
に
な
っ
た
京
大
。
何
ら
か
の

対
応
が
迫
ら
れ
、
外
部
〔文
部
省
・自

民
覚
・
国
体
協
等
)
と
の
妥
協
を
経
て

決
定
さ
れ
た
の
が
、
今
回
の
入
賦
要
項

で
あ
る
.

来
年
度
入
臓
は
、
文
系
学
部
に
大
幅

な
変
更
が
あ
る
が
、
中
で
も
目
立
つ
の

が
経
済
A
の
論
文
試
験
で
あ
ろ
う
。
二

家
庭
教
師
を
夢
世
話
し
ま
す
。

市
販
の
履
歴
誉
に
写
真
、
学
生
証
コ
ピ

遣

周壽斤

 

祭火悌寓

ー
を
つ
け
自
分
の
出
席
可
能
曜
日
、
時

間
帯
、
得
意
科
目
、
パ
イ
ク
、
車
の
所

有
の
有
無
な
ど
記
入
し
て
郵
送
の
上
、

登
録
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
依
頼
者
に

は
電
報

・
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

共通策1次 学力試験及ひ第2次 学か検査しおける敦科別配♂,
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
中
職
6
fで
の
殉
看
は
二
干
万
人

以
上

七
月
七
日
、
京
大
人
文
研
で
開
幕
し

た
「萱
溝
橋
事
件
五
十
周
年
日
申
学
術

酎
論
会
」
で
の
記
念
鏡
濱
で
、
申
国
の

劉
大
年
。社
会
科
学
院
申
国
近
代
史
研

究
所
名
誉
所
長
は
「日
申
戦
騎
に
よ
る

中
国
側
の
被
害
は
、
死
看
で
二
千
万
人

以
上
、
則
商
の
損
害
一
千
億
ド"に
の
ぼ

る
」
と
推
計
し
た
。
こ
の
学
術
酎
論
会

に
は
日
本
側
か
ら
、
井
上
清
京
大
名
誉

教
授
ら
が
参
加
し
て
い
る
。

ぺ
ト
ナ
ム
稲
押
一
万
七
干
隼
蘭
か
ら

か
?京

大
楽
友
会
館
で
七
月
九
日
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「日
本
ベ
ト
ナ
ム
初
朋
稲
作

比
較
論
」
(京
大
東
甫
ア
ン
ア
研
究
セ

ン
タ
ー
主
催
)
が
行
わ
れ
た
。
ベ
ト
ナ

ム
考
百
学
看
訪
日
代
衰
団
は
こ
の
席
で

ペ
ト
ナ
ム
の
稲
作
が
「
万
七
手
年
前
の

旧
石
器
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

次
が
諭
文
の
み
と
い
う
の
も
大
胆
で
あ

る
が
、
六
時
閥
と
い
う
試
験
時
間
も
破

格
で
あ
る
。
国
謡
・
数
学
・
外
国
語
の

各
教
科
を
ど
う
融
合
さ
せ
て
出
題
す
る

の
か
興
味
深
い
。
ま
た
、
文
A
で
は
一

次
・
二
次
ど
ち
ら
に
も
数
学
・理
科
が

入
っ
て
い
な
い
。
一
次
科
目
を
減
ら
す

の
は
、
全
国
的
に
み
て
も
少
数
派
で
あ

り
、
京
大
で
は
初
め
て
で
あ
る
。

文
系
を
中
心
に
入
鼠
の
多
様
化
の
傾

向
が
窺
九
る
(理
系
に
し
て
も
、
学
部

に
ょ
っ
て
配
点
が
全
く
異
る
の
は
、
多

様
化
の
現
れ
だ
ろ
う
)
。
京
大
の
試
み

が
成
功
し
爾災
い
転
じ
て
福
と
な
る
'

か
ど
う
か
、
来
存
の
入
試
が
注
目
さ
れ

る
。

を
し
め
す
遺
跡
デ
ー
タ
ー
を
発
表
し

た
。

サ
ー
ク
ル

ダ
ノ
ス
部
、
3
隼
溜
続
V

第
二
十
五
回
全
日
本
学
生
選
抜
ダ
ン

ス
選
手
権
大
会
が
七
月
五
日
、
東
京
後

楽
園
ポ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
団
体
の
部

で
は
京
大
A
L
L
舞
踏
研

(ダ
ン
ス

部
)
が
、
昨
年
、
一昨
年
に
引
き
続
き

優
勝
。

「ラ
テ
ン
総
合
」

「サ
ノバ
」

の
部
で
も
京
大
の
豊
泉
・
木
野
村
組
が

三
位
に
入
つ
た
。

科

学

メ
ス
を
儂
わ
ず
、
隅
の
亭
痢

七
月
十
八
日
、
京
都
で
開
か
れ
た
日

本
廻
膜
剥
離
学
会
で
、
京
大
医
学
都
の

本
田
孔
士
教
授
ら
の
眼
科
グ
ル
ー
プ
が

眼
球
内
に
特
殊
な
ガ
ス
を
注
入
、
メ
ス

を
使
わ
ず
に
網
膜
の
裂
け
目
を
接
着
・

治
療
す
る
方
法
を
窮
表
し
た
.
網
膜
の

機
鮨
回
復
に
大
き
な
効
果
を
持
つ
。

お
詫
び
と
酊
正

「
最
近
の
学

生
は
ビ
ラ
を
受

.

け
取
ら
な
く
な

つ
た
」
と
嘆
く

声
を
聞
く
。
先

日
、
よ
う
や
く

そ
の
鼠
因
を
発
見
し
た
▼
小
・中
学

校
に
は
「道
徳
」
と
い
う
科
目
が
あ

る
。
一九
五
三
年
に
日
付
き
で
誕
生

(正
確
に
は
復
活
)
し
た
科
目
で
あ

る
。
実
は
こ
の
「
道
徳
」
の
中
で
、

「ビ
ラ
は
受
け
取
る
な
」
と
教
え
て

い
る
の
で
あ
る
▼
「道
徳
」
の
あ
る

教
科
書
に
は
、
「
拒
否
の
自
由
」
と

い
う
項
が
あ
る
。
国
家
の
側
か
ら
の

様
々
な
強
制

(例
え
は

「日
の
丸
」

「君
が
代
」
な
ど
)
に
対
し
て
、
拒

否
す
る
自
由
を
ー
i

と
い
う
文
童

を
朋
待
さ
せ
る
テ
ー
マ
だ
が
、
本
当

は
全
く
違
う
。
筆
者
は
、
安
易
に
ビ

ラ
を
受
け
取
る
学
生
を
見
て
、
周
囲

に
流
さ
れ
る
主
体
性
の
無
さ
を
嘆
く

の
だ
。
そ
し
て
、
自
分
に
不
要
な
ビ

ラ
を
「拒
否
ず
る
自
由
」
を
/
と
な

る
▼
主
体
性
の
欠
如
を
感
し
さ
せ
る

程
、
学
生
が
ビ
ラ
を
受
け
取
っ
て
い

る
の
か
疑
わ
し
い
し
、
自
分
に
必
要

か
ど
う
か
は
受
け
取
っ
て
み
な
い
と

分
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

に
、
ビ
ラ
は
強
制
物
で
な
い
。
非
強

制
物
に
対
し
て
、
「
拒
否
」
を
声
高

に
主
張
す
る
の
も
如
何
な
も
の
だ
ろ

う
▼
こ
の
教
科
書
に
は
他
に
、
「殺

人
は
人
が
憎
い
と
い
う
感
情
に
基
づ

い
て
い
る
の
で
許
せ
る
が
、
物
を
壊

す
の
は
直
接
物
に
対
し
て
敵
意
が
あ

る
訳
で
は
な
い
の
で
卑
劣
だ
」
と
か

「
外
国
の
子
供
は
胸
を
張
っ
て
国
歌

を
獣
う
の
に
、
日
本
の
子
供
は
国
獄

を
獣
わ
な
い
ど
こ
ろ
か
知
ら
な
い
」

と
い
っ
た
文
章
が
収
録
さ
れ
て
い
る

▼
実
際
に
は
年
に
数
回
の
授
藁
が
あ

る
だ
け
な
の
で
、
直
接
的
な
影
響
は

少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
様
な
記
述
が
、
「教
科
書
」
に

堂
々
と
戴
っ
て
い
る
教
育
の
現
状
を

智
過
し
て
は
い
け
な
い
。

(り
)
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本
紙
七
月
一
日
号
四
面
「
ア
リ
ラ
ン

の
う
た
」
の
記
事
中
で
、
製
作
者
の
朴

薄
南
さ
ん
の
写
夏
説
明
が
誤
っ
て
お
り

ま
し
た
。
写
真
富
で
は
な
く
写
真
盲
で

し
だ
。
闘
係
者
各
位
に
御
迷
惑
を
お
か

け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と
も

に
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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難辮
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繋
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灘講

溜
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脚
轟
縷

な大

壁画

が生

きて

い
た。
これ

など

は、
大

らし

ない
、

軟弱

な、

国
際
化
日
本の

名誉

に

れ
われ

の
芸術
」
の
欠陥

では

なく

長
所
であ

々
雑
多
なテ

ー
マ
に
さ
ま
ざ康

な人

ぴ
と
が
か去んぬる初夏、「京大歌獲部報」莱号学が解体されるあかつきには、その壁だはなりそうにない、一頭のキリンとそのる。完成した芸術晶が目前にあるのなかわることこそ、われわれの強さとなるに、近ごろのヘルメノト風俗と落書とのけは何としてもでも拾い集めて、どζか仲閲たちや花たちが、久々にキヤンパスら、もう誰も自分で描くまでもないのへきではないか。ある表現が舜圧される.

・

畿

勿

っ
蜜
らな

さ
を嗅

く一
刀斎

森
毅
氏
の一
文が

の
無認

司共

同俣

脅
所
の
ホ
ール

か外

壁に

再

の
空気

を
流動

さ
せた

こ
と
は、
まち

がい

な

だ。

と
き、
その

弾
圧に

抗す

る道

は、

「
挑
夷
に

寄
せ
ら
れ
て
いた

。

生
させ

たい
、

と
櫓
わ
ずに

いら

れ
な
い
よ
う

さそ

うだ
。

要は
、

た
と
え
は
「
ノ
ヨ
コ
ン
ダ
の
敬笑

」

の
る
な
,

」
と
か何

とか

言
っ
てそ

の
表
現
そ.「篤=砥界」の人びとな鼓術品だった.あれが、リノパな芸術品だからではな(モナ・リザ)のような「名画」が、すしないようにするところにではなく、弾と、「合理化」によって使いすてられる曹をなつかしむために、これを轡くのい。だれにもわかる決意豪明だからではへての中流たちのLDKに飾られること圧されたその表現をさらにつぎつぎと行国内「最下層」労働者たちとを肥料(こなっていくところにしかない.しかし、

辮齢

嚇鱗

講

落

書

雑

感

騰灘

鐸難

纏

、

殴

.
亀

、

ノ

.
'

治
」
会に

異を

とな

え
て、
とに

かく
一
人
で

の弾

圧に

抗す

る
道
はな

い。

噴い

機認

舞

池

田

浩

士

Q簿

離
轄馨

誘
撫

ヘ
ル
メ
ソ
ト
は、

もと

も

と、

黄
色
一
色
の

儀
で描

いて

み
る
がよ

い。

少な

く
とも

われ「自治」会派のそれとは違って、色どりではない。未来とかかわる話なのであない。察するに、途中で夜が明けてしまが素晴らしいのではなく、中流であるζわれは、歴代の総長に、これら落書の主

も
レ
イ
アウ

トも
、

きわ

め
て多

彩だ

っ
た。

る。

ー
伝
え
聞く

とこ

ろに

よれ

は、

森一

っ
た
た
めだ

ろ
う、

黄
色と

黒

の斑

(
ま
だ

とを

恥
し
た
一
人
が、

その

モ
ナ
・
リザ

の
鼻

人公

たち

を持

っ
て
いる

。

タヌ

キ
と
は、

現

黄色

が脱

色さ

れて

白
っ
ち
ゃ
けた

だ
けの

単

刀斎

は、

近こ

ら
の
落書

と帽

子
の
ダメ

さか

ら)
を
欠
いて

軸
郭
だ
け
の頭

部と

首
の
上
部

の下

に
ヒ
ゲ
を
描
き
込
む
こ
とが

璽
要な

の

。
臨教

審の

親
王
の、
オバ

Q
と
は
天皇

制護

調
な
ヘ
ルメ

ノ
トが
、

軍
隊
特高

豪が

い
に
双

けん

髪嘆

く
例
の一
文を

もの

し
た
とき
、

教

は、
カ
エ
ルと

もヤ

モ

茎も

勝手

に
類
描
し

だ。

そ
し
て、
一
人が

それ

を
や
っ
たと

き、

捲の

諸事

業の

関
西に

おけ

る
元
締
の、

戦犯

眼
鏡だ

の写

真機

だ
の
を
ぶら

さけ

て見

張
り

饗部

A号

館西

側
外
側の

あの

大
キ
リ
ンの

落

ろ、
と
はか

りに

描
か
れ
た小

勘物

た
ち
も
ろ

他の

大
勢
が同

し
こと

を
す
る
こ
とが
、

璽要

とは
、

こ
れ
ま
た
目下

盛黎

中
の
某
学
商
の、に立っている近ごろの風景は、わが敬愛轡出現を、まだ知ちなかったという。そとも、この絵の来完成と「稚拙さ」の象なのではない。別の人間が、そのヒゲや京大学長時代の仇名であり、レノキとしする一刀斎もも、永K保存しれしゃ、ぜひ、校正のときにひとこと加徴でしかない。要するに、この落書の大キリノにかんしては見物人であっても、た前歴であったのだから。たいとは思わないだろう。筆してください、という一友人の嵐いにキリンは、いまヤノキになって「京大」自分が別のことをやることで、今度は衷(いけだ。ひろし氏は救養嘔助教授・

落書

も、

また

し
かり
。

か
っ
て軟

警部

A

もか

か
わ
ら
ず、
加
肇さ

れな

か
っ
たら

し
い

の
簸
揚
げと

時流

へ
の
迎
命を

最大

課題

と
し

現者

に
な
っ
て
いく

こと

ー
こ
れが

楽し

い

醜隠
)

号

こ
は

世界

に
名を

と
ど

のは
、

あ
る
い
は、
や
っ
ぱり

あ
の
キリ

ンも

て
い
る
大学

運営

者
た
ち
から

すれ

は、

「
京

こと

なの

だ。
遊
び
に
せ
よ
「運

勘」
に
せうかせた日大竺臼委(日杢く早く消えたほうがよい、という見解を一大のハジ」やコ一流大学への転落」の生よ、ひとつのζとに多数が結集すること

犠
過難聾

繍

質

量

質

産

よ

ー

ム

質

そ

へ

素
化学工業に

課せりれた重要な使命てす

テンカは,

有機かり蕪機にわたる

ひろい技術を結集

多彩な素栃を

生みたしていきます

京
都
大
学

新
聞
は
大

正
14

(
一
九
二
五
)年

4
月
15
日

、
『京

都
帝
国
大

学
新
聞
」

と
し
て
学
友
会

新
聞
部

に
よ

っ
て
創
刊

さ
れ
た
。
当
初

、
半
月
刊

、
後
旬
刊

と

し
て

「
瀧
川
事

件
」
を
始

め
と
す

る
京

都
帝
大
内
外

の
情
報
を
提

供
し
、
昭
和

19

(
一
九
四
四
)年

3
月
、
用
紙
欠
乏

の
た
め

『
大
学
新

聞
」
に
合
流

す
る
。
『大

学

新

聞
』
は
全

56
号
、
昭
和

21

二

九
四
六
)年

4
月
21
日
ま

で
継
続
刊
行
さ
れ
る
が
、

京

都
大
学
独
自

の
新
聞

は
、
同
年

4
月

1
日
よ
り

「学

園
新
聞
』

第
1
号
と

し

て
京
都
大
学
新

聞
社
よ
り

戦
後

の
大
学

に
お

い
て
発
行

さ
れ
た
。

当
初

、
旬
刊

、

後

週
刊
と
な

り
、
途
中
よ

り

『
京
都
席
国

大
学
新
聞
」

か
ら

の
通
巻

号
数
を
採

用

し
、
そ

の
第

一
〇
〇

〇
号
(昭
和
34
年
11
月
30
日
)
よ
り

「
京
都
大

学
新
聞
h
と
改

題

し
、
今
日

に
至

っ
て
い
る
。

こ
の
京
都
大

学
新
聞
60
年

間
の
歴
史

は
、
激
動

の
昭
和

史
を
伝

え
る
貴
重
な

弘
料

で
あ
り

、
大

学

の
自
治

と
学
問
研
究

の
目
由

の
誇

る

べ
き
伝
統

を
も

つ
京

都
大

学
に
お

い
て
、
人
文
科
学

、
自
妖
、科

学
、
芸
術
等
多

岐
に
わ
た

っ
て

の
知

識
人

に
よ
る
青
春

の
ト
キ

ュ
メ
ン
ト
を
伝

え
て

い
る
。

本
縮

刷
版
は

、
昭
和
46

二

九
七

こ
年

、
京
都

大
学
新
聞
社

に
よ

っ
て
全
6
巻

が
刊

行
さ
れ
た

が
、
弊
社
は

そ
の
後

の
10
年

間
(第
7
-
9
巻
V
を
刊
行
す
る
と
共

に
、
全

巻
の
記
事
索

引
、
執
筆
者

索
引

(別
冊
)
を
付

し
、
利
用
者

の
便
を
計

っ
た

。

推

薦

飛
朋鳥
井
雅
甲道

(京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
)

奥 梅 井 池
田 悼 上 田

浩

士

(京
都
大
学
教
養
部
助
教
授
V

清

(京
都
大
学
名
誉
教
授
)

忠
夫

(国
立
民
族
学
博
物
館
館
長
)

東

(京
都
大
学
名
誉
教
授
)

各
巻
内
容

第
1
巻

第
2
巻

第
3
巻

第
4
巻

第
5
巻

第
6
巻

第
7
巻

第
8
巻

第
9
巻

別

冊

森松 西桑河尾 島原
野

 

大
正
14
年
4
月
↓
昭
和
9
年
3
月

昭
和
9
年
4
月
↓
昭
和
20
年
3
月

昭
和
20
年
4
月
↓
昭
和
30
年
3
月

昭
和
30
年
4
月
↓
昭
和
37
年
3
月

昭
和
37
年
4
月
↓
昭
和
42
年
3
月

昭
和
42
年
4
月
↓
昭
和
45
年
3
月

昭
和
45
年
4
月
↓
昭
和
47
年
3
月

昭
和
47
年
4
月
↓
昭
和
50
年
3
月

昭
和
50
年
4
月
↓
昭
和
55
年
3
月

「京
都
大
学
新
聞
」記
事
・執
箪
者
索
引

健
二
兄
京
郁
奎
人
蓮

砺
寄

質
〕

武
夫

(京
都
大
学
名
誉
教
授
》

安
則

(京
都
大
学
総
量

首
盈
冗

(京
都
大
学
文
学
部
放
授
)

毅

〔京
都
大
学
教
養
部
教
授
V

復
刻
版
概
要

A
4
判
/
上
襲
函
入
/
中
性
紙
使
用
/
巻
頭
に
認
事
索
引
/
総
4
、
2
7
6
頁

定

価

各
巻

}
五
、O
O
O
円
・別
冊

一
一五
、
O
O
O
円
/
揃
価

一
六
〇
、O
O
O
円

画
帝
國
大
學
新
聞
蹄
博

大
正
12
～
昭
和
23
年
/
別
冊
11
記
事

執
筆
者
索
引

A
4
判

上
製
函
入
/
揃
定
価
三
〇
〇
、O
O
O
円

東
京
大
学
新
聞
船鴨

昭
和
24
～
昭
和
45
年
/
別
冊
11
記
事

執
筆
者
索
引

A
4
判

上
製
函
入
/
揃
定
価

一一〇
〇
、O
O
O
円圏
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榮肉部富(㎜ 便馳劇可)第1979号

,
麓
次
著

異
質
と
の
共

外
国
に
行
こ
う
と
τ
る
知
人
に
そ
の

動
機
を
た
ず
ね
た
場
合
、
大
半
は
「旅

行
そ
の
も
の
を
愉
し
む
た
め
」
と
答
え

る
。
だ
が
時
に
は
、
「
日
本
の
こ
と
を

も
っ
と
よ
く
知
り
た
い
か
ら
」
と
い
う

答
え
も
返
つ
て
く
る
.
別
に
前
者
の
勲

煽
を
否
足
す
る
つ
も
り
は
な
℃

(た

κ
し
合
晃
V
の
妻

藝

楓答
は

除
外
す
る
)
、
後
者
に
も
い
ち
潟
う
の

も
っ
と
も
ら
し
さ
を
認
め
よ
う
.
た
だ

し
、
日
本
と
い
う
国
が
ど
ん
な
国
か
外

国
へ
行
か
な
け
れ
は
わ
か
ら
な
い
、
と

は
思
わ
な
い
.
む
し
ろ

「わ
か
ら
な

い
」
こ
ζ
目
体
に
、
奥
は
軍
大
な
闇
層

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
.

日
本
の
国
家
や
文
化
、
罠
誤
に
つ
い

て
述
ぺ
た
本
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
け
れ

ど
、
鏡
め
は
鏡
む
ほ
ど
「日
本
が
わ
か

ら
な
く
な
る
」
よ
う
な
本
も
、
そ
の
分

た
く
さ
ん
あ
る
.
し
か
し
、
本
轡
翼

貫
柔
り共
存
ヒ
は
そ
ろ
で
は
な
い
。

響
看
で
あ
る
勇
偏
次
(ゆ
ん
。
こ
お

ん
ち
ε

は
重
郵
生
ま
れ
の
在
日
昭
欝

人
一琶
。
刷
名
が
示
す
よ
う
に
、
日
常

的
に
糖
別
さ
れ
抑
圧
さ
れ
て
い
る
在
日

葡
鮮
人
の
立
場
か
ら
、
日
本
社
会
の
構

邊
根
ざ
妻

署
は
蓬

分

哲

て
い
る
.
日
本
人
が
不
書
を
臨
め

ぱ
、
日
本
と
い
う
国
の
正
体
を
奮
日
朝

鮮
人
の
立
轡
習
髭
え
里
と

と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
視
点
は

決
し
て
風
涙
ナ
シ
窪
ナ
リ
ズ
ム
の
枠
に

は
ま
ら
ず
、
日
本
の
社
会
に
お
け
る
被

抑
圧
看
で
あ
る
罪

ヌ
人
、
ウ
チ
ナ
ン

チ
ュ
ー
(沖
縄
人
)
、
被
蕊
別
聾
渦
風

さ
ら
に
は
寄
せ
場
の
日
雇
労
勘
看
の
視

塞

る
.
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら

が
み
な
(
署
者
自
身
も
含
め
)
「経
済

大
田
」
や
「載
徳
毘
主
主
麟
」
と
い
う

摯
や
か
獲
冨
躍
の
裏
側
で
常
に
「興
貫

(工
づ

多

)
」
と
し
て
切
捨
て
ら

れ
て
實
た
都
分
で
あ
る
こ
と
を
、
確
か

な
層
で
著
看
登
見
つ
め
て
8
た
か
ら
で

あ
る
.

載
後
の
知
蹴
人
が
さ
か
隻

て
い

る
「日
本
-
単
一鼠
族
国
家
」
諭
を
本

書
で
箸
看
は
ま
ず
否
定
す
る
(事
実
と

し
て
、
日
本
は
そ
も
そ
も
釜
艮
族
国
嫁

で
あ
り
、
さ
ら
に
は
大
和
昆
候
そ
の
も

の
が
鎗
颪
民
族
な
の
だ
か
ら
、
「単
一

風
震
諭
」
は
ま
さ
に
空
慧
の
塵
物
で
あ

る
)
。
日
本
が
多
民
族
国
家
だ
と
い
う

前
擾
に
立
ち
、
署
薯
は
裏
摯
に
「
異

貫
」
同
士
共
存
の
道
を
榛
索
す
る
。

本
1
に
よ
れ
ば
、
社
会
の
差
別
構
遣

を
鰐
溝
す
る
た
め
に
は
大
別
し
て
二
つ

の
方
向
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
「社
会
成

員
の
す
へ
て
に
回
一
1
「標
準
」
を
受

け
入
れ
さ
せ
、
同
質
性
を
遷
成
す
る
こ

〈疑似同化〉が進む現代

高まる「異質」との 〈共生〉の必要性

 

と
に
よ
っ
て
平
等
の
閥
係
を
実
現
レ
よ

う
と
す
る
」
△
同
化
〉
の
方
向
。
も
う

ひ
と
つ
は
「杜
会
成
員
相
互
閲
の
差
異

を
認
め
、
む
し
ろ
差
異
性
を
相
互
豊
鏡

化
の
モ
メ
ン
ト
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
立
し
つ
つ
、
異
質

と
の
共
郁
を
は
か
る
」
〈
共
生
〉
の
方

向
〔本
書
一二
Q
ぺ
ー
ジ
)
。
も
ち
ろ
ん

共
生
の
方
向
こ
そ
、
日
本
の
社
会
に
お

け
る
強
別
篇
造
を
撤
屍
す
る
た
め
に
は

必
要
で
あ
る
。

だ
が
現
案
は
、
管
理
社
会
の
遺
行
や

天
皇
制
復
活
の
動
き
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
被
抑
圧
民
族
固
有
の
文
化
や
差
異

を
琢
殺
す
る
か
た
ち
で
、
支
可
者
層
は

く
同
化
V
の
方
向
性
を
強
く
打
ち
だ
し

て
き
て
い
る
.
今
秋
に
予
定
さ
れ
る
国

体
に
際
し
て
天
皇
が
沖
縄
に
行
く
意
昧

を
、
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
ー
の
視
点
か
ら
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

さ
て
、
日
本
の
支
配
看
層
が
同
質
化

を
遼
求
す
る
目
的
は
、
単
に
支
囲
を
貫

徹
さ
せ
る
た
め
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
本
書
は
明
確
に
は
述
へ
て

い
な
い
が
こ
の
背
後
に
資
本
塞
層
の
要

躍
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま

い
。
個
々
人
が
持
つ
着
貝
を
響
い
と
つ

て
画
一
化
痴
璋
め
る
こ
と
に
よ
り
、
彼

ら
は
市
燭
を
拡
嘉

望
璃
や
兀

そ
の
前
擾
に
「
近
代
」
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

が
あ
る
の
は
書
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う

し
て
、
貝
民
族
聞
の
蕊
員
は
も
と
よ

り
.
大
奮
震
塁

の
魯
只が
死
房

き
わ
に
劣
る
.
そ
の
先
に
あ
る
も
の

は
、
滑
褒

料
水
の
自
勲
駁
霧

よ

う
に
、
一
見
た
く
さ
ん
の
遣
択
肢
が
用

意
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
寡
は
他
の
遷
択

可
舶
性
を
排
除
さ
れ
た
「
疑
似
多
様

性
」
の
荒
野
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
質
化
追
求
の
裏
返
し
と

し
て
本
書
が
指
型
葛

「差
別
抑
圧
樽

遣
の
温
存
」
も
ま
た
、
資
本
の
藤
謂
に

他
な
ら
な
い
。
何
重
も
の
差
別
構
造
の

最
底
辺
に
量
か
れ
た
寄
せ
揚
労
需
者
や

不
安
定
な
雇
眉
関
係
に
あ
る
宋
組
籐
パ

ー
ト
労
働
看
が
、
企
桑
に
と
り
安
価
な

使
い
捨
で
労
魯
力
と
な
つて
い
る
事
実

に
注
目
し
て
欲
し
い
。
し
か
も
、
ア
イ

ヌ
人
や
在
日
朗
餅
人
、
被
差
別
部
落
禺

ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
ー
と
寄
せ
場
の
日
雇
労

D
者
が
交
わ
る
部
分
は
非
欝
に
大
き
い

こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

ま
た
、
こ
こ
数
年
さ
か
ん
に
叫
ば
れ

て
い
る
「
田
際
化
」
と
は
、
ア
ン
ア
・

第
=革
臨界
に
お
け
る
「同
質
化
逼
求
」

で
あ
り
、
抑
圧
構
遣
の
内
な
る
深
化
と

歩
調
を
含
わ
せ
た
外
へ
の
拡
張
で
あ
る

と
し
て
、
著
看
は
危
機
感
を
表
明
し
て

い
る
。

こ
う
し
た
日
本
の
現
状
を
ン
ビ
ア
に

見
て
み
る
と
、
〈
共
生
V
の
方
回
性
を

榛
禦
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
し
か
も
.
指
紋
押
捺
制

度
を
含
め
だ
外
国
人
登
録
法
等
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の
支
囲
看
層
は

〈
同
化
▽
の
方
向

(す
な
わ
ち
「異

貫
」
を
排
除
す
る
方
向
)
に
ま
す
ま
す

傾
い
て
い
る
(そ
の
△
同
化
〉
と
ほ
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人

の
量
舎
の
よ
う
に
撤
底
し
た
も
の
で
な

く
、
鎖
別
や
排
除
を
温
存
し
つ
つ
の
陰

質
な
く
歴
似
同
化
V
で
あ
る
)
.
だ
が

困
顛
だ
と
し
て
も
、
私
た
ち
は
「内
な

畠

賑
盟
お
改
ヨ

に
費

く
共

生
▽
の
方
向
を
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。冒

頭
に
お
い
て
指
摘
し
た
、
「
(日

本
が
)
わ
か
ち
な
い
」
こ
と
自
体
の
間

望
と
ほ
、
杢
暫
に
述
へ
ら
れ
だ
(
主
に

天
盛
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
、
そ
れ
が
内

厘
す
る
差
別
姻
圧
シ
ス
テ
ム
等
の
)
齢

遣
的
社
会
矛
盾
が
、
支
配
看
に
よ
つ
て

隠
さ
れ
、
敦
宵
の
中
で
「わ
か
ら
な
」

く
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
点
に
あ

る
。
私
た
ち
の
住
む
こ
の
国
に
つ
い
て

の
認
蹴
不
足
を
改
め
る
契
機
を
、
本
書

は
提
示
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。(え

)
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岩
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原
著
は
一九
七
六
年
、
評
者
が
大
学

へ
入
っ
た
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
当

詩
の
カ
ル
ト
雑
誌
だ
っ
た
「
エ
ピ
ス
テ

t
メ
ー
」
の
臨
時
増
刊
号
と
し
て
日
嵐

版
が
出
た
の
は
そ
の
翌
年
。
今
回
の
復

刻
版
に
新
た
に
付
さ
れ
た
鼎
談
の
中

で
、
訳
看
の
豊
酪
光
一氏
が
諾
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
日
本
版
出
版
時

の
反
応
は
ほ
と
ん
ど
無
視
と
い
う
に
近

く
、
「璽
目
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に
匿
名
の

コ
ラ
ム
が
載
っ
た
魁
屋
だ
っ
た
と
い

 う
。
と
こ
ろ
が
「リ
Y

ム
隔
は
除
々

に
で
は
あ
れ
確
嚢
に
浸
透
し
て
ゆ
き
、

「ニ
ュ
ー
ア
カ
」
ブ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る

一
種
異
様
な
社
会
現
象
ま
で
準
傭
す
る

こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
頃
に
は
も
う
、
同
書

は
書
店
の
店
頭
か
ら
と
う
の
昔
に
姿
を

消
し
て
お
り
、
か
の
ブ
ー
ム
は
出
版
社

の
倉
鷹
ま
で
き
れ
い
に
凌
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
こ
敗
年
の
間

「リ
ノ
「
ム
」

は
、
需
要
と
供
給
の
が
3

ス
が
ほ
と

ん
ど
の
書
物
と
は
逆
向
き
に
、
な
お
か

つ
大
き
く
崩
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
.
何

は
と
も
あ
れ
復
刻
再
刊
自
体
を
歓
迎
す

へ
き
だ
。

多
数
多
様
化
、
載
争
機
械
.
そ
し
て

リ
ノ
ー
ム
。
こ
れ
か
ら
本
書
を
罠
お
う

と
い
う
読
者
な
ら
そ
ん
な
書
葉
を
ど
こ

か
で
目
に
し
え
こ
と
く
ら
い
は
あ
る
に

ち
が
い
な
い
。
「リ
ノ
ー
ム
」
と
い
う

小
さ
絃
書
物
か
ら
は
、
す
で
に
様
々
な

語
句
や
フ
レ
ー
ズ
が
溢
れ
出
て
、
到
る

所
に
入
り
込
ん
で
い
る
.
宙
本
隆
明
ま

「
ニ

ュ

i
だ
。

「マ
リ
ー
ク
レ
ー
ル
」
に
登
場
す

れ
ば
す
な
わ
ち
流
通
資
本
へ
の
「
組
込

み
」
だ
、
と
目
く
じ
ら
を
立
て
る
禁
欲

主
義
麿
、
彼
ら
は
原
理
的
に
も
って
い

な
い
。
何
し
ろ
リ
ゾ
ー
ム
は
ピ
ノク
。

パ
ン
サ
ー
で
あ
り
、
パ
テ
ィ
。
ス
ミ
ス

な
の
だ
か
ら
。
古
い
、
な
ど
と
言
っ
て

は
い
け
な
い
。
七
六
年
と
冒
え
ば
、
ま

だ
ク
ル
ー
ゾ
ー
警
部
は
生
き
て
い
て
、

ア

カ

」
プ

i
皮
ま
で
剥
か
れ
た
馬
鈴
署
に
変
え
よ
う

と
す
る
。
要
す
る
に
、
君
た
ち
も
弾
い

て
い
た
ピ
ア
フ
の
歌
の
文
句
の
と
お
り

「あ
た
し
た
ち
の
邪
魔
を
し
な
い
で
」

　

と
い
う
こ
と
な
の
か
ね
?
性
急
な
、
あ

ま
り
に
性
慧
な
問
に
よ
る
、
無
理
矢
理

の
〈
理
解
〉
。

「リ
ノ
ー
ム
」
も
ま
た
性
急
な
齊
物

で
は
あ
る
。
精
神
分
析
、
哲
学
、
言
驕

学
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
と
中
国
を
瞬
く

間
に
駆
け
扱
け
、
「
速
く
あ
れ
、
た
と

え
そ
の
場
を
動
か
ぬ
と
き
で
も
」
と
銚

売
す
る
。
今
.

「リ
ノ
ー
ム
」
に
登
場

す
る
話
題
、
人
吻
な
ど
が
全
部
で
n
個

ム

に
見
え
て
く
る
、
言
い
換
え
れ
は
、
n

塗
兀
を
総
合
す
る
更
に
も
う
ひ
と
つ
上

の
返
兀
(n
+
1
返
兀
)
が
現
れ
て
く

る
。
こ
の
全
体
、
こ
の
n
+
1
婆
兀
が

何
な
の
か
は
巡
歴
の
途
上
で
は
不
分
明

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
存
在
だ
け
は
は
っ

き
り
予
測
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
.

観
客
と
は
曙
の
定
義
か
ら
し
て
、
進

行
す
る
演
戯
の
後
追
い
を
す
る
ほ
か
な

い
者
で
あ
る
。
つ
ま
り
観
客
は
舞
台
の

現
在
に
対
し
、
光
の
伝
播
時
闇
だ
け
遅

れ
て
い
る
。
性
急
な
舞
台
の
道
行
に
つ

い
て
ゆ
け
な
い
観
客
が
、
一種
の
復
讐

と
し
て
舞
台
に
投
け
返
す
も
う
ひ
と
つ

+
1
区
兀
の
宮
明
だ
。
n
の
メ
ノ
セ
ー

ジ
は
多
数
多
機
性
、
す
な
わ
ち
、
い
か

な
る
高
次
の
全
体
化
も
拒
否
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
の
に
、
堂
々
と
駄
+

1
次
元
に
昇
る
と
は
ー

だ
か
ら
、

「N
は
、
そ
う
で
あ
る
以

上
、
ま
さ
し
く
つ
ね
に
n
マ
イ
ナ
ス
ー

で
あ
る
」
(七
一
撚
)。
n
人
で
管
く
た

め
に
は

「
n
マ
イ
ナ
ス
ー
人
で
書
く
こ

と
」
(八
八
グ
)。

「リ
ノ
ー
ム
」
の
正

し
い
読
者
は
決
し
て
観
客
て
は
な
く
、

リ
ノ
ー
ム
の
n
個
の
線
か
ら
一
本
引
き

抜
く
実
賎
者
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
奥
践

に
よ
っ
て
は
し
め
て
「リ
ゾ
ー
ム
」
を

を
準

備

し
た

『
リ
ゾ

ー

ム
』

観
客
で
は
な
い
マ
イ
ナ
ス
の
実
践
者
が
重
要

市

田

良

彦

N
に
す
る
本
質
的
参
加
砦
な
の
だ
。
そ

う
言
え
は
、

「リ
ゾ
ー
ム
」
の
副
題
は

「序
文
」
と
い
い
、
「ミ
ル
・
ブ
ラ
ト

ー

(千
の
高
地
)
」
と
い
う
こ
の
「序

文
」
を
含
む
へ
き
別
の
書
物
に
よ
っ
て

書
物
と
し
て
の
全
体
性
を
マ
イ
ナ
ス
さ

れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

「リ
ノ
ー
ム
」
が
「ミ
ル
・
プ
ラ
ト

ー
」
の
第
一
章
に
置
き
阻
さ
れ
た
と
き

(
一九
八
〇
)
に
削
ら
れ
た
フ
レ
ー
ズ

の
中
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は

(

)
テ

ル
・
ケ
ル

【注
"
い
わ
ゆ
る
新
蕊
翼
文

芸
雑
誌
■
だ
の
と
い
っ
た
ス
タ
イ
ル
の

前
衛
部
隊
の
歌
を
決
し
て
高
鳴
し
た
た

め
し
は
な
い
」
。
n
マ
イ
ナ
ス
ー
が
N

で
あ
る
の
な
ら
、
八
〇
年
代
に
お
い
て

一
器
官
な
き
身
体
」
と
な
る
た
め
に

は
、
赤
旗
く
ら
い
振
っ
て
も
い
い
で
は

な
い
か
ー
と
い
う
の
か
。

▽習
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(い
ち
だ
・
よ
し
ひ
己
居
は
康
穴
帽馨
贋

叢

で
が
「
n
個

の
性
」
な
ん
て
ロ
に
し

た
。

「多

チ
・
エ
デ
ィ
プ
ス
」

(原

著
七
二
年
)
も
一
年
前
に
よ
う
や
く
邦

訳
が
出
さ
れ
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
ー
ガ
タ
リ

の
名
と
彼
ら
の
奇
天
烈
な
用
順
は
、
村

上
龍
と
テ
ニ
ス
ボ
ー
イ
く
ら
い
の
一
般

性
は
獲
得
し
て
い
る
。

異
質
な
も
の
と
の
多
様
な
接
合
、

「機
械
状
組
込
み
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
化

し
た
著
者
た
ち
に
は
、
「リ
Y

ム
」

的
な
言
葉
の
こ
う
し
た
拡
散
的
漫
透

も
、
そ
う
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
は
ず

パ
テ
ィ
・
ス
ミ
ス
は
子
育
て
に
引
き
寵

も
っ
て
は
い
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
。

け
れ
ど
も
拡
散
的
漫
透
の
遺
程
は

「リ
ゾ
ー
ム
」
に
対
し
、
饗
す
る
に
お

前
ら
は
何
が
言
い
た
い
の
だ
?
と
い
う

厳
刀
喧
入
か
つ
案
朴
、
そ
れ
だ
け
に
い

っ
そ
う
痛
烈
な
間
の
築
中
砲
火
を
浴
び

せ
た
。
そ
し
て
青
租
刀
の
よ
う
に
重
た

い
刃
を
も
つ
こ
う
し
た
間
は
、
リ
イ

ム
ー
根
茎
が
あ
ち
こ
ち
に
伸
ば
す
触
手

を
こ
と
ご
と
く
叩
き
落
し
、
地
中
の
し

ゃ
が
い
も
を
、
皿
の
上
の
苑
で
上
り
、

あ
っ
た
と
し
よ
う
。

「リ
ゾ
ー
ム
」
は

n
区
兀
の
書
物
だ
と
と
り
あ
え
ず
言
っ

て
み
よ
う
。
ド
ゥ
ル
ー
ズ
ー
ガ
タ
リ
は

ζ
の
n
塗
兀
空
関
を
性
急
に
経
巡
り
、

我
々
に

「爽
快
な
ア
ナ
ル
ン
ー
」
(
豊

崎
光

ご

を
体
験
さ
せ
、
す
っ
と
立
ち

去
っ
た
。
彼
ら
が
こ
の
n
に
代
入
さ
れ

る
数
を
増
や
し
、
な
お
か
つ
巡
歴
の
速

度
を
上
げ
る
と
き
、
観
客
と
し
て
そ
ζ

に
立
ち
会
う
者
の
目
に
は
、
n
個
の
も

の
が
次
第
に
一個
の
全
体
を
な
す
よ
う

の
性
慧
さ
、
そ
れ
が
n
+
1
番
目
の
次

元
だ
と
言
え
は
は
た
し
て
言
い
す
ぎ

か
。
つ
い
て
ゆ
け
な
い
の
な
ら
、
せ
め

て
先
回
り
し
て
や
る
ζ
と
。

性
愈
な
間
を
立
て
る
着
は
自
ら
こ
う

つ

い
う
答
え
を
引
き
出
し
て
悦
に
入
る

ー
n
は
多
数
多
様
性
の
、
N
は
多
数
多

様
体
の
記
号
で
あ
る
。
少
し
も
ま
ち
が

っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
皆
が
、
誰
に

も
邪
魔
さ
れ
ず
に
好
き
勝
っ
て
に
振
舞

う
自
由
主
義
万
歳
ー
だ
が
そ
れ
は
、
n

●φ
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麟

法
と
は
、
何
よ
り
も
書
き
込
ま

れ
、
刻
み
つ
け
ら
れ
る
も
の
だ
。
カ

フ
カ
の
「流
刑
雄
に
て
」
に
登
場
す

る
処
荊
機
楯
、
現
代
ソ
ビ
エ
ト
の
強

馨

に
お
け
る
縫
刑
囚
の
入
れ

墨
「
1
法
は
身
体
に
刻
ま
れ
る
.
刻

み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
は

そ
の
身
体
を
法
か
ら
、
社
会
か
ら
決

定
的
に
馨

る
.
緋
除
と
し
て
の

エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
⊥
法
。

一方
、
未
開
社
会
の
通
過
儀
礼

は
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
ぐ
入
れ
墨
と

い
う
行
為
渉
俸
つ
て
い
る
。
こ
こ
で

も
浬
丁
身
体
ー
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
と

い
う
三
看
の
緊
密
な
鎖
び
合
い
が
見

出
さ
れ
る
。
社
会
は
腐
員
に
社
会
自

ら
の
筆

の
身
体
に
膚
き
取
ら
せ

 る
の
だ
。
し
か
し
そ
れ
は

「流
刑

地
」
「強
制
収
喜
所
」
の
場
會
と
全

く
逆
で
あ
る
。
法
は
こ
の
よ
う
に
身

体
の
衰
面
で
願
り
篇
d
る
の
だ
.

「
お
前
は
他
の
麟
か
よ
り
価
蟹
が
劣

る
こ
と
も
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
を

超
民
る
ζ
と
も
な
い
。
お
前
は
権

力
の
欲
望
を
持
に
ず
、
服
従
へ
の

欲
望
を
持
っ
て
は
い
け
な
い
の
だ
」

ζ
身
体
書

会
か
ら
分
麟
1
排
除
す

る
法
が
、
権
力
の
法
-
国
家
の
法
で

あ
る
と
ず
れ
ば
、
「
刻
印
的
な
社

会
」
に
お
け
る
法
は
、
そ
の
身
体
が

社
会
か
ら
分
離
す
る
の
を
藁
し
る
。

国
家
な
き
社
会
。
国
家
に
抗
す
る
社

会
。記

憶
-
身
体
ー
法
が
未
開
社
会
に

お
い
て
持
つ
意
味
が
語
ら
れ
る
と

き
、
「譜
徳
の
系
鱒
学
」
に
お
け
る

刑
罰
論
が
ネ
ガ
の
よ
う
に
浮
か
び
あ

が
っ
て
く
る
。
権
力
の
問
い
に
思
考

を
集
中
さ
せ
た
ニ
ー
チ
ェ
。
本
書
の

れ
る
へ
き
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
は

差
異
を
そ
れ
自
体
に
お
い
て
、
中
立

的
な
も
の
に
留
め
て
お
く
こ
と
が
出

来
な
い
.
西
欧
文
化
に
お
い
て
経
験

さ
れ
思
考
さ
れ
た
限
り
で
の
糧
力
を

起
点
と
し
て
、
諺
興
を
同
一
化
し
て

い
兎

こ
こ
か
ら
逸
化
し
て
い
兎

こ
こ
か
ら
逸
化
主
義
ま
で
は
還
く
な

い
の
梶

政
治
権
力
は
、
人
間
の
社
会
生
活

に
内
在
す
る
必
然
性
で
あ
る
と
し
て

も
、
そ
れ
が
常
に
強
制
力
・
暴
力
と

拒
絶
さ
れ
る
の
だ
(
「
空
虚
と
し
て

の
中
ひ
」
11
天
皇
制
な
ど
と
い
う
愚

劣
な
キ
ャ
ノ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
死
ん
で

も
想
起
し
な
い
こ
と
)
。

威
信
へ
の
欲
望
を
糧
力
の
意
志
に

代
え
る
こ
と
を
許
さ
な
い
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
臓
鮨
し
続
け
る
社
会
。
し
か

し
、
そ
こ
に
も
国
家
出
現
の
馳
動

が
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の

時
、
社
会
自
身
が
蜂
起
し
た
の
だ
。

宋
開
社
会
の
死
・
国
家
な
き
社
会
の

な
し
く
ず
し
の
死
に
向
け
ら
れ
た
予

「啓
蒙

の
弁
証
法
」

、

は
、
秘
め
ら
れ
た
真
の
力
-

沈
黙

の
う
ち
に
、
こ
れ
は
こ
れ
で
あ
る
と

四
晦
に
あ
れ
で
あ
り
、
人
間
で
あ
る

と
同
鱒
に
神
で
あ
る
と
雪
明
し
う
る

よ
う
な
力
-

が
失
わ
れ
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
司
視
的
な
存
在
と
し

て
、
こ
の
喪
失
を
呼
び
お
こ
し
た
も

の
、
そ
れ
こ
そ
「国
家
」
と
い
う
強

制
力
の
原
理
な
の
だ
。
か
の
予
言
者

の
行
為
は
、
国
家
の
普
遍
的
本
質

と
し
て
の
二
」
ー
ー
「同
一
性
原

理
」
の
根
源
的
な
拒
否
に
よ
り
不
幸

じ
も
の
つ
ま
り

「
二

に
思
い
を
め

く
ら
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
グ
ア

ラ
ニ
。
イ
ノ
デ
ィ
ア
ノ
が
コ

」
は

「悪
」
で
あ
る
と
い
ろ
時
、
ヘ
ラ
ク

レ
イ
ト
ス
は

「
一
」
が

「善
」
で
あ

る
と
言
う
の
だ
。

コ

」
を
「善
」

と
考
え
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
条

件
の
も
と
で
司
能
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
」
。

理
性
と
権
力
の
関
わ
り
の
根
底
へ

と
置
き
通
さ
れ
た
ま
な
ざ
し
。
ア
ト

ル
ノ
の
思
考
と
の
き
ら
め
く
交
錯
.

の
逆
転
像
を
暗
示

同

一
性
原
理
の
拒
絶
に
よ
る
社
会
蜂
起

冒
翼
、
「蕾
悪
の
彼
掌
」
の
あ
る
断

章
が
引
用
さ
れ
る
。
「

人
闇
ロが

存
在
す
る
か
膏
り
、
す
へ
て
の
時
代

に
お
い
て
人
闇
畜
群
も
ま
だ
存
在
し

た

そ
し
て
常
に
少
数
の
命
令
看
に

対
し
て
非
常
に
多
数
の
服
従
看
が
い

た

」
。
は
た
し
て
実
際
に
そ
う

な
の
か
。
命
令
-
服
従
と
い
う
位
階

づ
け
ら
れ
た
糧
或
的
蘭
係
に
よ
っ
て

の
み歌
治権
力
華

る
こ
ζ

こ
の
位
階
関
係
の
欠
如
を
、
即
ち
頂

治
糧
力
の
欠
如
と
み
益
と
ζ

こ

れ
は
く
自
民
涙
申
心
主
醜
V
と
呼
は

し
て
の
み
存
在
し
て
き
た
と
書
ろ
こ

と
は
出
来
な
い
。
「非
強
制
的
致
治

権
力
を
も
っ
た
社
会
回
駈
歴
史
な
き

社
会
」
も
存
在
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
法
の
合
法
的
源
景
と
し
て
の
王

回
国
憲
機
械
が
欠
如
し
、
た
だ
菅
長

の
み
が
あ
る
。
着
長
は
、
あ
ら
ゆ
る

実
効
的
な
潜
在
鮨
力
を
否
定
さ
れ
、

共
同
体
の
内
部
に
封
じ
こ
め
ら
れ
た

外
部
と
で
も
言
う
へ
き
無
力
な
権
力

を
生
q

社
会
そ
の
も
の
が
、
権
力

の
現
実
の
場
な
の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
そ
ζ
で
は
分
離
さ
れ
た
擢
力
は

書
者
の
烈
々
た
る
冒
葉
は
シ
ョ
ノ
キ

ン
グ
な
ま
で
に
単
純
な
、
西
欧
的
知

を
根
漂
か
ら
霞
擦
さ
せ
る
よ
う
な
断

定
に
尽
く
さ
れ
る
。
「も
の
ご
と
は

そ
の
船
体
に
お
い
て
一
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
欲
し
な
か
っ
た
わ

れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
懸
で
あ

る
」
.-

同

一性
原
理
の
拒
絶
.も

の
ご
と
の
内
部
の
統
一
を
名
さ
し
、

も
の
ご
と
そ
そ
の
統
一
性
に
よ
って

名
ざ
す
こ
と
は
、
も
の
ご
と
に
境

界
、
有
隈
性
、
不
顎
全
性
を
帰
属
さ

せ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ

を
廃
絶
し
よ
う
と
し
だ
未
開
社
会
の

英
雄
的
な
試
み
な
の
だ
。

自
風
族
中
心
主
義
へ
の
徹
底
し
た

批
判
(文
中
に
多
用
さ
れ
る
「未
開

人
」
「
野
蛮
人
」
と
い
う
呼
秘
は
、

訳
者
の
言
う
よ
う
に
、
言
葉
だ
け
の

自
民
族
中
心
主
義
批
判
へ
向
け
ら
れ

た
挑
発
的
な
身
ふ
り
だ
ろ
う
)
に
視

座
を
据
え
た
著
看
は
、
つ
い
に
は
そ

の
根
底
に
潜
む
「同
一
性
漂
理
」
そ

の
も
の
を
問
い
直
さ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
。
「
野
蛮
人
の
予
書
看
の
思
考

も
古
代
ギ
リ
シ
天

の
思
考
も
、
同

次
の
よ
う
な
著
者
の
苦
淺
に
漕
ち
た

言
翼
に
、
い
わ
ば
「啓
豪
の
弁
証

法
」
の
逆
転
像
を
見
る
こ
と
ぷ
出
来

る
か
も
し
れ
な
い
。

「首
長
に
対
す
る
予
官
者
の
反
逆

的
行
為
は
、
奇
妙
な
反
転
に
よ
っ
て

予
言
者
に
、
首
長
の
も
っ
て
い
た
も

の
よ
り
遥
か
に
大
き
な
権
力
を
付
与

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
,

予

言
者
の
語
り
の
内
に
は
、
多
分
権
力

の
語
り
が
胚
胎
し
て
お
り
、
人
々
の

欲
求
を
代
弁
す
る
先
導
者
の
高
揚
し

た
姿
の
中
に
、
専
制
君
主
の
形
象
が

沈
黙
の
う
ち
に
隠
さ
れ
て
い
る
の

か
も
知
れ
な
い
。

予
習
者
の
言

葉
、
こ
の
言
葉
の
権
力
。
そ
こ
に

は
、ま
さ
に
糧
力
そ
の
も
の
の
源
泉
、

「言
葉
」
の
う
ち
な
る
「国
家
」
の

始
源
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」
。

(ト
ゥ
ィ
)
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現
代
思
想
へ
の
入
門
書
は
こ
れ
ま
で

数
多
く
書
か
れ
、
既
に
書
店
の
一部
を

埋
め
る
ほ
ど
だ
が
、
・本
書
は
そ
れ
ら
の

中
で
も
最
も
刺
激
的
な
一
冊
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

現
在
、
「～
～
か
ら

へ
」
と
い

う
標
昭
が
次
か
ら
次
へ
と
生
ま
れ
て
は

新
た
な
キ
ャ
ノ
チ
フ
レ
ー
ズ
へ
と
繰
り

込
ま
れ
、
様
々
な
文
脈
か
ら
切
り
離
さ

れ
た
習
葉
が
飛
び
交
い
、
消
費
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
書
説
を
「
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
」
な
立
場
か
ら
整
題
し
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
見
取
図
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
こ

こ
で
め
さ
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

「状
況
へ
の
思
慧
的
ア
ン
ガ
ー
ン
ユ
マ

ン
」
を
搭
競
的
に
展
開
す
る
一人
の
害

考
者
が
、
独
自
の
観
点
か
ら
現
代
思
想

と
い
う
世
界
へ
切
り
込
ん
で
い
く
現
場

へ
.
読
者
は
立
ち
会
う
こ
と
に
な
る
。

ζ
れ
は
な
か
な
か
ス
リ
リ
ン
グ
な
体
験

だ
。そ

れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
角
度
か
ら

切
り
込
む
の
か
。
「
労
働
」
を
巡
る
プ

ロ
ブ
レ
マ
テ
チ

ク
に
著
者
の
思
考
は

集
中
し
て
い
亀ま

現
代
思
想
の
諏
猟
と
し
て
、
ハ
イ
デ

ガ
ー
と
ア
ド
ぬ
ノ
が
取
り
上
け
ら
れ
る

㎜蒜
劉
雛
雛
を雛

観
か
ら
読
み
解
か
れ
る
。
そ
の
世
界
関

係
は
「世
界
を
対
象
化
的
に
据
え
て
、

か
つ
同
時
に
わ
れ
わ
れ
の
目
の
前
に
垂

鷹
に
立
た
せ
る
」
生
直
行
為
、
即
ち
対

象
化
的
行
為
に
支
え
ら
れ
た
も
の
だ
と

さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
「対
象
化
」
中

ひ
主
義
と
は
興
な
る
世
界
関
係
を
見
出

そ
う
と
す
る
志
向
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思●一ガデイ

て
ら
れ
、
最
近
で
は
M
・ン
ェ
イ
の
研

究
轡
(
「ア
ド
ル
ノ
」
岩
波
書
店
)
も

翻
訳
さ
れ
て
は
い
る
が
、
彼
の
思
考
は

い
ま
だ
私
遼
に
身
近
な
も
の
と
な
っ
て

は
い
な
い
。

し
か
し
、
本
書
の
簡
潔
な
躇
り
の
な

か
で
、
理
性
に
よ
る
「
同
一化
」
を
絶

え
ず
逃
れ
出
る
「
非
同

一的
な
も
の
」

ドルノを促え返す

差異性 ・非同一の重視

か
に
浮
か
び
あ
が
って
く
る
の
だ
。

ア
ド
ル
ノ
に
お
け
る
「
ユ
ー
ト
ピ
ア

的
契
機
」
と
し
て
の
「ミ
メ
ー
ン
ス
」

が
、
あ
る
い
は

「性
の
歴
史
」
に
お
け

る
フ
ー
コ
U
の
「
よ
り
良

き
生
の
探

求
」
と
し
て
、
ま
た
、
バ
タ
イ
ユ
の

「蕩
尽
」
の
理
除
の
う
ち
に
も
読
み
取

れ
る
と
述
へ
ら
れ
る
時
、
本
書
を
貫
く

志
向
が
明
確
に
な
る
。

対
象
化
的
労
働
、
ま
た
そ
れ
牽
土
台

に
し
た
近
代
合
理
主
覇
は
、
対
銀

(自

然
も
人
間
も
)
の
蕊
異
性
を
排
除
し
、

そ
れ
を
同
}
化
さ
れ
た
「死
ん
だ
」
対

象
と
化
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
対
し
、

差
異
性
、
「非
同
一
的
な
も
の
」
を
生

か
す
「自
然
と
の
和
解
」
へ
と
l
l
そ

れ
を
厘
授
的
に
さ
し
示
す
こ
と
は
不
司

能
で
あ
る
に
せ
よ
1

向
け
ら
れ
続
け

る
視
線
が
、
哲
学
の
領
域
に
限
定
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
市
民
社
会
批
判
、
資
本

主
麟
経
済
批
判
を
通
晒
す
る
も
の
と
し

て
提
示
さ
れ
る
。
著
看
の
「非
対
象
化

労
働
」
論
、
「第
三
項
排
除
」
諭
も
こ

の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

(そ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、

「労
鋤
の
オ
ン
ト
ロ
ギ

;
」
「排
除
の
構
遣
」
な
と
の
著
作
で

詳
細
に
論
し
ら
れ
て
い
る
)
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
の
「詔
り
下
ろ

し
」
の
た
め
、
著
者
の
口
認
が
生
き
生

き
と
感
じ
取
れ
る
の
も
興
味
澱
い
。
留

保
、
断
言
、
中
絶
に
満
ち
た
そ
の
言
翼

は
、
「現
代
思
想
」
が
閉
じ
た
よ
そ
よ

そ
し
い
言
説
な
ど
で
は
な
く
、
今
、
状

況
の
た
だ
な
か
で
思
考
さ
れ
つ
つ
あ
る

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と

わ
か
ら
せ
て
く
れ
る
。

(
ニ
コ
)
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索
の
根
本
的
モ
チ
ー
フ
と
し
て
取
り
出

念が

「
労曾れる。著

煮「労働につ㎞

働」
する

こ

嚢
'

・

とだ

とい

う墾

西洋

形而

占サノア存在繁響
婁学

雛ど

弩

薦 讐
し
て
促
え
返さ

せ
れ
ば、

「労額に汗して
労ま最も必要なごる。糎本にあるギリリンア人の労働曲

さ
れて

く
る。
それ

と
共
振
する

ものとして、温冥的理篁「全体化する理性」を批判し続けたアドルノの思考について言及されることになる。

M・
ラ
イ
ア
ンや

T・

イ
グ
ルト

ン
によ

っ
て、

ディ

コ
ン
ス
ト
ラク

ションの先駆看として新たな光霊=

,
∴

郡　よ

ても
、
世
間
の人

は
二
十日

も
遅れ

る

なん

て
考
え
な
いで

すお

。
関係

各位に御迷惑をか婆した。

▼発

行の

遅
れを

取り

戻
す
へく
、

編

奥員

は
夏
体み

中も

頑張

り、

よう

や

前
号
(七
月
一
日
付
)の
本
欄
に
て
、

京
阪
地
下
線
の
浸
水
事
故
に
つ
い
て

「予
自
」
し
豪

岩
、
曽
わ
ぬ
問
い

合
わ
せ
が
来
孟
し
ま
い
ま
し
た
。
実
は

じ

、
憂
臥
後
に
書
い
た
も
の
な
の
で

す
。
「大
嘔
暴

遅
れ
」
と
い
っ

ア

く
一
段
落
着
き
そ
・つ
で
す
。
遅
れ
な
が

り
夏
休
み
と
し
た
い
の
で
、
八
月
十
六

日
号

(八
月
一日
号
は
就
職
特
築
号
)

は
休
刊
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
皆
さ
ん

も
、楽
し
い
夏
休
み
を
お
過
し
下
さ
い
。

(り
)

房
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に
ま
な
ざ
し
を
向
け
続
け
、
啓
蒙
の
自

己
批
判
と
い
う
パ
ラ
ド
キ
ン
カ
ル
な
営

為
を
苛
烈
な
ま
で
の
厳
密
さ
で
貴
徹
し

た
彼
の
思
考
が
、
デ
リ
ダ
や
フ
ー
コ
ー

の
仕
事
に
よ
っ
て
逆
照
射
さ
れ
、
鮮
や

ソフトウエア八ウスのあるべき姿を追求するCAC


